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我々は非摂動 くりこみ群の手法を用いた場の量子論の解析を目指 している｡しかし前述 したよ































































exp(-/dD- 捕)-1-/dD- 2<Oh;(/dDx6AA申2<oi)2+o(人見) (7)
のように展開することでガウス積分が実行できる｡0(入A)では
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式は有効作用に対するものから有効ポテンシャルVeH(p;T)≡ 師 両 SA(T)ld Lこ対するものに
なり,
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図 15:エネルギーギ ャ ップ



























E0-0 ⇒ QllO)-0,Q2fn)-0 SUSY 破れていない (35)
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う.注意としては､g≠0が非常に小さけ れ ば 初 期 ポ テ ン シ ャ ル は 非 対 称二重井戸の形であるが､
9> 姦 efO･31では真申の山がつぶれ て 非 対 称 一 重 井 戸 に な っ て し まい､そこではもうトンネ
リングは起こらない｡図17には9-0.24の 時 の 結 果 が 示 し て あ る ｡ Veffはruningして下に凸型に
なり､全体が持ち上がって最小値は正にな る . す な わ ち ､ 非 摂 動 く り こみ群による解析はEo>0
を 正 しく扱えており､SUSYの力学的破れ を 定 性 的 に は 記 述 で き て い る｡では定量的にはどうか｡

















































1-C)和 書oi･妄(-1･ C)願 書射 3人o瑚 (43)
1+4C)町 書中 妄願 書射 3人o瑚 (44)
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